
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
図書館カレンダー   は、休館日。祝日も開館しています。開館時間 9：00～19：00 

３月                     ４月     

 
３月の行事案内    

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

日 月 火 水 木 金 土 

＊ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31 ＊ ＊ ＊ 

日 月 火 水 木 金 土 

＊ ＊ ＊ ＊ 1 2 3 

４ 5 6 7 8 9 １0 

１1 １2 １3 １4 １5 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 ＊ 

日 時 行事内容 場 所 

13 日（土） 

10：30～ 

読書会  

課題図書『杳子
よ う こ

・妻
つま

隠
ごみ

』古井由吉 著 

３階 

視聴覚室 

14 日（日） 

11：00～ 

♪みんなでうたおう！！ハッピーコンサート♪ 

「パプリカ」「ホールニューワールド」ほか 

グループ：おもちゃばこ 

３階 

視聴覚室 

27 日（土） 

10：30～ 
えいが会 『さんびきのこぶた』『トムとジェリー』 

3 階 

視聴覚室 

28 日（日） 

11：00～ 

おはなし会 

えほん『そらいろのたね』ほか 

おはなし『おいしいおかゆ』ほか 

3 階 

視聴覚室 

絵本のへや 

令和 2 年度 －相生市立図書館－ 

     図 書 館 だ よ り （３月号） 
〒678-0053 

相生市那波南本町 11番 1 号 

電話 0791-23-5151 

FAX 0791-22-7164 

電子メール info@aioi-city-lib.com 

 

 

≪図書館を利用する際のお願い≫ 

ご来館の際は、事前の検温、マスクの着用、手指の消毒にご協力ください。 

大人 37 度、子ども 37.5 度以上の発熱がある方は入館をご遠慮ください。 

状況により、行事等の変更、または中止になる場合があります。 

感染症防止対策につきまして、ご理解、ご協力をお願い致します。 

すべて申し込み不要です。どなたでもご参加いただけます。 

参加者が多い時は先着順で入場制限をさせていただく場合があります。 



おすすめの本（児童書） 

 
 
 
 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ロバのシルベスターとまほうの小石』 対象年齢：5 才くらいから 

ウィリアム・スタイグ さく せたていじ やく / 評論社 / P-ス 

 

ロバのシルベスターは、ある雨の日、赤く光る石をみつけました。その石は、手にもって

ねがいごとをするとなんでものぞみをかなえてくれるまほうの小石でした。シルベスターは

父さんと母さんをおどろかせようと、石をもってかえろうとしましたが、ライオンをみつけ

て思わず「ぼくは岩になりたい」とねがってしまいます。岩になったシルベスターは、石を

ひろうことができないので元のすがたにもどれません。シルベスターは、だれかが「岩よロ

バになれ」とねがってくれるのをまつしかありませんでした。 

水彩で描かれた絵は優しく表情豊かで、こどもは自然とシルベスターの気持ちになってお

話に入っていきます。両親と抱き合うシルベスターの姿に、大きな安心と幸福を感じること

ができます。 

『なぞなぞのすきな女の子』 対象年齢：5 才くらいから 

松岡享子 さく 大社玲子 え / 学習研究社 / 91-マ 

 

あるところに、とてもなぞなぞのすきな女の子がいました。女の子は自分となぞなぞあ

そびをしてくれる人を探しに森へでかけていき、オオカミにであいます。女の子はオオカ

ミになぞなぞを出しました。「しっぽふとくて、口ぱっくり。しろいはぎざぎざとがって

て、まっかなしたべろぺろりとたらし、耳もくろけりゃ、手もくろい。－なあんだ？」オ

オカミは女の子を食べようとしていましたが、なぞなぞの答えがわからず考えこみます。 

かしこい女の子のなぞなぞに翻弄され、子ウサギにさえしてやられてしまうオオカミの

姿にこどもは大満足です。会話のテンポが良く、すべてのページに挿絵がある読みやすい

本なので、自分で本を読んでみたいと思っている小学校低学年の子にもおすすめです。 

『秘密の花園』 対象年齢：10 才くらいから 

バーネット 作 山内玲子 訳 / 岩波書店 / 93-バ 

 

インドに住んでいたメアリは、両親を亡くしてイギリスの田舎に住む叔父に引き取られま

した。荒野にある大きな屋敷で暮らすことになりましたが、その屋敷には十年間も鍵がかか

ったまま誰も入ることができない秘密の庭がありました。あるときメアリはコマドリに導か

れてこの庭の鍵と入り口を見つけます。庭を気に入ったメアリは、「秘密の花園」を生き返

らせるために動き出します。 

メアリは「感じの悪い」子どもでしたが、屋敷で暮らすことになって初めて自分自身と向

き合います。動物と話せる少年ディコン、屋敷の奥に隠されていた病弱な少年コリンと心を

通わせ、庭園を再生させていくことでメアリは生きる力を取り戻します。そして庭園は魔法

に満ちた素晴らしい季節を迎えました。児童文学の名作です。 



 

新着図書の本棚より（一般書） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

『やがて鐘（カンパネラ）は鳴る』フジコ・ヘミング著／双葉社／762 シ 

 いくつになっても楽しい人生が待っている。世界各地でリサイタルを行うかた

わら、アフガン難民、動物愛護団体などを支援しているピアニスト、フジコ・ヘ

ミングがファミリーヒストリーから大切な出会い、人生哲学までを綴る。 

『スマホ脳』アンデシュ・ハンセン 著／新潮社／491 

睡眠障害、うつ、記憶力や集中力、学力の低下、依存…。スウェーデンで注目

されるメンタルヘルスのインフルエンサーが、スマホやｉＰａｄが人間、特に子

どもや若者に与える影響について最新研究をもとに明らかにする。 

『にほんでいきる 外国からきた子どもたち』 

毎日新聞取材班 編／明石書店／371 
 日本語が理解できず社会の中で孤立する子どもたち…。外国籍の子どもたちの

教育の実態を調査し、行政を動かす原動力となった『毎日新聞』のキャンペーン

報道を加筆し、書籍化。政策の現状と課題も記す。 

『レンブラントの身震い』 

マーカス・デュ・ソートイ 著／新潮社／007 

 レンブラントやバッハなどの作品を学習したＡＩが「新作」をつくり、数学の

証明を代行するようになったいま、コンピュータは真の創造性を獲得し、人の心

を揺さぶられるのか。人工知能の最前線を探究する、サイエンス・エッセイ。 

 

『日本はこうしてつくられた』安部 龍太郎 著／小学館／210.3 

 出雲から出土した硯の謎、奈良大仏と八幡神のふるさとの関係、日本海三大古

墳と大和の関係、四国の阿波と房総の安房を結んだ黒潮…。古代日本の成り立ち

を作家・安部龍太郎が丹念に解き明かす。 

 

『ばあさんは 15 歳』阿川 佐和子 著／中央公論新社／F－ア 

 高校入学を目前に、ふとした異変で昭和にタイムスリップした菜緒。愛想なし

の祖母を相棒に、東京タワーから始まる物語は、出会いと発見にあふれていた。

孫娘とばあさんの時をまたぐ冒険を描く。 



 

 
一般書＜2 月分 予約の多い図書＞ 

予約 
回数 書 名 著 者 名 出 版 社 請求記号 

16 推し、燃ゆ 宇佐見 りん 河出書房新社 F-ウ 

11 心淋し川 西條 奈加 集英社 F-サ 

11 野良犬の値段 百田 尚樹 幻冬舎 F-ヒ 

6 自転しながら公転する 山本 文緒 新潮社 F-ヤ 

6 灯台からの響き 宮本 輝 集英社 F-ミ 

5 元彼の遺言状 新川 帆立 宝島社 F-シ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ライブラリアン・レター】 

出会いや別れ、春は変化の季節。来月号より、図書館だよりもリニューアルを

予定しています。図書館の情報をよりわかりやすく皆様にお届けできるよう努め

て参ります。来年度も相生市立図書館をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

１月３１日（日）の人形劇は、グループみっくすじゅうすさん

による『まあるいたまご』『あかずきん』の２本立てでした。 

ひよこが生まれる、きいろいたまご。へびが生まれる、細長い 

たまご。大きな灰色のたまごから生まれるのは…？ 

参加型の劇の後は、おなじみの『あかずきん』。 

あかずきんちゃんがおばあちゃんのお見舞いに行くと知った 

オオカミは、おばあちゃんの家に先回りして…。 

次の展開がわかっていても、ドキドキわくわく。子どもはもち 

ろん、大人も夢中になれる人形劇、次回の開催をお楽しみに！ 

 

知らない人に行き先をおしえてはいけませんよ！あかずきんちゃん！ 

犬といっしょに本が読める、しあわせな時間♡ 

2/7 に開催したのは好評の

行事「犬といっしょに本

を読もう！」。 

 

6 名の児童とご家族が 

「犬とのかかわり方教室」と

「犬への読み聞かせ体験」に

参加してくれました。 
読み聞かせを聞いてくれるドクター・ドッグは

おとなしくて、とってもお利口です。 


